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このたびは、コ□ナ石ミ由ストーブをお買いあげ 
いただき、まことにありがとラございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読み(こなった後ちお使いになるちがい 
つでち見られる巧に「保証書」ととちに大切【こ 
保管しでくださし、。 


燃料は必す良質の:口巧け！を 


使用してください。 


八ち険 

(§) 

KEROSENE ONLY 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：なミ由 


么警告 



!る油と時き！爹 


rn A を意 


を資した持ち巧し巧油 
使用厳禁 





E " (巧をのために必すお巧りくだ^、） 


旦使巧する場所 


且各部の名称 
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が爾:み四:ホ乾載也は巧属されでいません。 

路堪'巧刷ゾレ:顯池健-形)を個をぉ買し球めくださし、;。 
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圍特に鶴していただまがにと度をのために 0 ず約りください) 


この取あ説明書および製品への表示では、製思を安全【こ正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財產へ 
の損害を未然に防止するためじ、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧は巧のよラになっています。巧容 
をよく選解しでから本文をお読みくださし、。 


A を険 
A 警告 


A ミ主意 


この表示を無おしで、誤った取りおいを 
すると、人び死亡、重傷を負ラ危険また 
は乂災のを像び差し迫っで生じることび 
巧をされるの客を示しでいます。_ 

この表示を無視して、誤った取0おいを 
すると、人び死こ、重傷を負ラな能性ま 
たは火ぶの巧能なが想定される内容を示 
しでいま す。_ _ 

この表示を巧視しで、誤ったお0あいを 
すると、人び傷害を負ラす能なや物の損 
害の発ちび想定される巧客を示していま 
す。 


護 ^^ 



立产逆逆 


'■ .'叩'：’；护韋 r 語鸦組：：；、 イけ" I 严"雌 平写*: iF 巧.;手前..: 

ガパリ、/厳な 

ガソリンなど揮舞性の高い'巧は、絶対(こ使巧しないでください 
火災の原因じなります。 
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スプレー定厳禁 

スプレー生や力た ッ トこんろ巧ボン 
ベなどをストーブの上や周圓に放置 
しないでください。 

熱で定の圧力び上びり、爆発し、危 ft ] 
険です。 m 


カーテン、可燃物近接厳禁 

カーテンや燃えやすいちののそばな 
どでは樓用しないでください。 

乂おの原因じなります。 





疫るとを消乂 A 

寝るときやが出するときは、必す消 mm 

乂にください。 

また、人曰の居かないところでは、 

使用しないでください。 '11 

不完全燃焼や異常燃烧-乂おのおそ M t な苗 

れびあります。 I ^ Wa 

消乂の際は、必すしん調節つまみび- Wv 

消乂位置じちどり、乂び消えたことを確かめでください。 


I 


換気必要 

換気せすに使 ffl しでけないでくだ As 

さぃ。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し 、 i //-•一 
一酸化炭素などび発をしで巧畫にな t— I 

るおそれびあります。 U 

使神は必す1時間に1〜2回 （ 1 
〜2分）換気しで、謹な空気を補 m 
給しでください。 1/ \\ 

窓の凍結、地下室など換気た*十分におこなえない場所では、 
使巧しないで < ださい。 


給油時消义 

給ミ由は、しんを下げで消火し、必す 
义が消えたことを確かめでからおこ 
なつで < ださい。 

乂おの原因じなります。 

こぼれた0巧は、よくふきとつでく 
ださい。 

給油□ふたは確実に締めでください。 


€ 


可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使巧しでいる部屋で、巧 
燃巧ガスか>発をするちの（ペンジン、 
シンナー、方ソリン）、スブレーを I 
使巧しないで < ださい。 

义がや故障の原因にな0まず。 


0 
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巧類の乾燥厳禁 。 

巧類などの乾燥には使巧しないでく 
ださい。 

巧類び落下しで火がつき、火ぶの原 
因(こなります。_ 

やかんのせ禁止 

やかんやなべなどをのせないでくだ 
さい。 

振動や接触じよつでやかんやなべな 
どの熱湯びこぼれ、やけどのおそれ 
びあります。また、なべの煮こぼれ 
によつでストーブ巧部の部品び損傷 
するおそれびあります。 


呼 (S 
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么ま意侣 AUTION) 


燃焼中移動禁止 ^ i 

乂のついたまま持ち運ばない \ だ^ V 

でください C 

やけどのおそれびあります。 • 

また、輯倒すると火が(こなるおそれか f ありまず。 

異常時使用禁止 シク ^ 

におい、すすの発生、炎の色など ^ぐ一>^ I 

異常燃焼を起こしたときは使巧し 111 

ないでください。 x^l 

緊急の場含でちあわですにしんを J&K 

下げで消乂しでください。 

巧ペ^ジ参照）_ も - ^ 

ほこりの險去 A 

ほこりを、ときどき陈ましでください。 \ 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼のおそ 
れびあります。 _ 

変質な油禁止 i 

変質巧 a (持ち越したな油など)、ちれた油、水 \ 

の混じっているな巧などを使巧しないでください。 
異常燃焼やしんび下びらなくなるおそれびありまず。 


0 
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ふく射熱に長時間あた5ない f 

ストーブに直接長時間あたらないでください。 

低温やけどや脱水症がになるおそれびあります。 

お子様、おを寄り、病気のち、皮ふの弱いち 
などびお使いになる場含は、ストーブの取り扱い、部 
屋の換気、やけど、低温やけどや脱水症げなどについ 
で园囲の人が十分ミ主意しでください。 


高溫部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部（図のア S 
部分）に字などふれないでください。 13 / 

やけどのおそれびあります。 

小さいお导様やからだの不自あなちのい 
るご家庭では、特にミ主意しでください。 

純正部品の使用 

しんなどの部品は、必す純正部品（指定された 
部品）を使巧しでください。 

予想しない事故が発生するおそれびあります。_ 

分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 

お買い求めの販売店(こ修理を依頼しでください。 

保管時にしていただくこと 

長期間使用しないときまたは保管するときは、 
必すな巧を巧いで、乾電池を取りはすしでくだ 
さい。傾けたり、横倒しの状態では保管しない 
でください。 

乂がのおそれがあります。 

運搬ずるとさ 

ス I -ーブを運搬する場合は、油タンク内のなミ由 
を抜いでください。 

運搬の途中でな巧びこぼれで周風をちすおそれ 
びあります。 


巧の場所では使用しない iC-N 

乂おや予想しない事故の原園になります。 Pv 

•水平でない場所、不安定な場所 
♦風のあたる場所、部屋の出入己や屋别 
•ほこりや湿気の多い場所 
•不安定な物をのせた棚などの下 
•可燃なガスの発をする場所またはたまる場所 
•温室、飼育室など人のいない場戸斤 
•理•美容室、クリーニング店などスブレーや化等薬品 
を使气揚巧 

•マントルピースなどス I -ーブび囲われる場所 
•直射曰光のあたる場所 

可燃物との距離を離す IILjNU 上 I A 

燃えやずいものや障害物 がす 、I mm 

とは、必す图じ示す護 iSI ん。 

於っ で眺で〈ださ 1 封麵 

乂災の発がるもそれが ノ - R 11_ 

あります。 


眷 


魅 

された^^ 
をす。 _ 

、。 ® 
ごさい。 

皆ま、 
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居室巧給ミを禁止 

給油は、必す乂の気のないところでおこなっで 
ください。乂災のおそれが'あります。 

廃棄ずるとを 

ストーブを誇棄処かするときは、必ず油タンク 
内のなミ由を巧いで、電池ブースから乾電池を取 
りはずしでください。 （11 ページ参照） 

な莊や乾電池び入ったまま廃棄すると U サイク 
ルの際に思わめ事故になるおそれびあります。 

正竜！:^の確認 一 

燃焼中はと黃どさおを見で、正常 
に燃焼しでいることを確認しでく Q 
ださい。 （8 ぺージ参照） m } 

しんび上び0すぎた0、燃焼筒び sr 

ずれでいるとすすけで異常燃烧しみ 
たり、乂災の原因になります。 - ん 

掃除機の排気に注意 _ 

燃焼中に掃除機の排気などをあで 
ないでください。 

風びあたるとホ乂が化たり、異舊 
燃焼の原因になり危険でず。 が_ 

水かけ禁止 、•、ベ'^ 

ストーブには、かをかけないでく 
ださぃ。 

水がかかると外炎筒、天板のほラ 
ろラび割れることがあります。 

曰常のお手入れ時の注意 

日常の点侯-手入れは必すおこな を 

点検-#入れは、ストブがちえ 3ぶ^ 
でからおこなっでください。 

(9 〜11ページ参照） A ——^ ^ 

やけどのおそれびあります。 —^ 


0 
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特にを意していただをだいこと(安をのために化ずお守りください) 


匪誦帖 li | y 輔 1 11 1 1 i 齡 


国使用ずる場所 

効果的に使用するために 


•部屋の中央部に置くと暖められた空気びが流循環し、室内の温度むらがかなくなり、効果的な暖房がでさます。 
•扇風機やサーキユレーターなどで室内の空気を巧流させると、より効果的な暖房か t できます。 

♦えトブに) B お ■ -： ：： ：^ V > -'."■ 

回さ巧のをが 

外観図 


な义とびら- 

巧！！自動消乂装置たットを具 
しん巧節つまみ一-——— 

巧义レバ- 

。台止めねじ- 


構造図 


燃焼廚つまみ- 


醬 


巧震自勤消义装置 


^を 


点义装面 




のそぎお 


-外炎筒止めねじ 


•しん巧え 



-しん案巧巧 

-巧止カバー 

しんち内简パツキン 


—油タンク 

-お巧□ふた 

-点义ヒータ 

巧逝クースカバー 
-巧鄉ケ^ス 


5«$巧一おち巧池(別巧) 2 個を«巧します。 

























な使用前の準備 

開こんと部品のセット 

次の順唐で華備しで < ださい。 


燃焼筒巧え—— 


お筒まス- 

燃焼筒- 


〇 




1•包装巧からストーブを化す 

•包装箱からストーブを取り出しでください。 

•とってをいったんはすし、燃焼筒を保護しでいる燃焼筒巧え、 
お筒去えを取〇陳いで < ださい。 

♦這装箱;、,燃焼簡がえ、炎藏まえ{まストーブのお這に必要でず。^ 
豪た,:；取お説明羣起ちれすに然醫しでくだをいみ 



2* 燃焼筒をたットする 

参痛乂とびらを開いで、燃焼筒つまみを左ちじ動かし、燃焼筒 
びしん案內筒に正しくすわっていることを確認しでください。 



：3 •天お、とつでをたットずる 

参天祗をのせで、巧と巧とをちわせで、とつでをさしこみ固定 
しでください。 


♦とづての曲りが煎いで、グラヴラ左ちに動くと持ち運びのときに、 
はずれるおそれがありまずがら、とつでがばねのよラに外炎筒を蛛 


さむぶなに在をださし、。 




4 •巧台をたツトずる 


♦置台の刻巧「正面」をストブの正面に含わせ、置お止めねじ 
(2 個)で油タンク脚をしっかりと固定しでください。 

(対角線上に 2 力巧） 



5•巧軍泡(単一お2個)をじットずる 



参乾電池は別売です。 

♦同じ種類の新しい単*-お乾電池を 2 個巧意しでください。 
種類の異なる乾電池、または新しい乾電池とちい乾電池を組 
み台わせで使巧しますと、液漏れや破裂のおそれびあります。 
•シーズン始めにすベで新しい乾電池に交換しでください。 

消耗した乾電池を使巧すると、点火しにくい揚ちがあります。 
•後側にある電池ケースに、乾電池を電泡ク^スの絵のち巧に 
含わせで正しくじットし、電池クースカバーを取り巧けでく 
ださい。 




4 . 使用前の準扁 



が巧は必ずな巧 (J ほ1 g な油)を使巧しでください。 

• 「么危険 I ガソリンなどの揮発性の富い巧はおがに使巧しないでください。义災の原因になります。 

♦ I 么ま意 I 変質灯巧、不视口油、巧れた'庙、水の混じっている口巧などは治巧に使巧しないでください。 

参添舶剤や助燃剤などは懂巧しないでください。 

参巧油は必す乂気- 雨が-ごみ-高湿および直射曰光をさけた場所に保管しでください。 


巧油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふさかけます。 
(乂の気のない巧でおこなつでください。） 




ななはめれたまま 巧ソリンはずぐ巧く 



変質な油•不純口油とは • 



長期お曰光にあた 
る所や温度の离い 
巧に保営した巧莊 

0 


容器のふたび開け 
であったり、乳白 
をのポリ容器で巧 
芭したな巧 


、、户 


0 


水-ごみやな巧むが 
の巧びほんのねすか 
でを混入した巧洩 



•極度に変質したちのは、黄色味 
がかったり、すっぱいじおいび 
します。 

•必すなミを用のボリタンクをお使 
い < ださい。 

参な油はシースンをに使いきりま 
しよラ。 
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給油 一 

• I A 蓄告 I 給油はしんを下げで消乂し、必す乂が消えたことを確かめでからおこなつでください。 


給ミ由の手順とを意 





1,給が□ぶたを巧りはずず 

•給油□ふたを左にまねしで取りはすしでください。 



2•おがする 

•市販の給ミ由ポンプなどを使用しで、油量計を見ながら給ミお 
しでください。 

•巧量計び r 满 J をさしたら、給油をやめでください。 


3•お巧□ふたをがめる 

•給油□ふたは、礎実に締めでください。 


ホ芯痛れたな逆はよくぶきとってくださぃ占 


点义前の準備と確認 


水平な巧巧に設运 


〇 X 


•ストーブは、？火平でミ定のよいな 
の上に設置しでくださし、。 


♦傾剰した場 P 斤や振勤の激しい場所 
で使用すると、奠濱燃焼や対震自 
動消义装置の誤作數の原適になり 
ます6 


燃焼筒のずね〇巧巧 



•点乂とびらを開いで、燃焼筒つ 
まみを持って左ちに2〜3◎動か 
しで、しん案巧筒に正しくすわっ 
でいるかを確かめでください。 

♦燃焼辯びしん聚的懸に正レくずね 
つでいなかった域、燃焼鏡がすれ 
..： でしんを經んでいると、すずが化. 
:;:で異常燃焼の德菌になります。、; 


巧》白©ぉ义装歷のじッ 



•化粧板巧の巧震白動消乂装置たッ 
卜畫具を下に押しで、しん調節つ 
まみをち（燃焼）ち向にとまるま 
でまわしでしんを上げることによ 
り自動的(こたットされます。 

♦セットしなければ使巧できません。 
♦攘雜ホは、たットを異を巧しよげな; 
:れでください。巧震宮數消义裝黃が 
が動しまず。， 




























园使用方法 


点义 


電池点乂のしかた 



削 


しん巧節つまみをろ(燃㈱方巧へまわず 

•ち（燃焼）ち向にまわしきっで、しんをいっぱいに上げでください。 

雜樂 指# e ミ お獄翅第 I と 着がしで含〇<^は‘、巧讓鼻嶺 索火 8话が窝瞻梅に た 
參4を麵ッ: トミ抑まずなもみ 上 T ㈱ 摩《がを、‘ 舊お狭を 蘇な 爹す 6 • 、； - 


2•お义レパーを抑し下げる 

•点乂とびらをひらき、な乂レバーをゆっくり巧し下げでください。 

燃焼窟が傾き点乂します。 

•点乂を確認しでから、点义レバーをもとの位置まで静かに戻しでくだ 
さい。 

:，暴 i -夕囉; i 嚇論が禍]^絲楚、趣！鞋、 
^華蕾も獻搔畫ホ|^)^赛捶巧^?错辦?^1^1；；*^掉5盏'くをりまずかミ、心、 

争が卿！^攀敎条教瞧が r 鱗獲な去:為舉批•おゆ7ザ‘タゾント獅 



3•が巧巧のずね0を巧巧する 

参燃焼茵のつまみを持つで、左ちに2〜3◎動かしで、しん案の筒に正 
しくすねつでいるかを確かめでから点乂とびらをしめでください。 


主意 1 ，请與秦がお紙なずがが巧のずがのを缓韓じお<だが接む:;:骇萬ち:‘； 

-議巧お也が il 巧嫌こおしくずねっす U 謀かっ跨む V 燃焼厳が第おをしん卷結 A / す t \ 篆と‘、續據かを義;^^をず曲ぞ衰蓉燃纔レ; 

ン遣裝夕鑛 P 能なります，義謂璋辭缉獅無诗卿峨我が端卿轉が转御解輪 :; が識璋罐お.; 

:;:を U 石く:だ導的^;‘,, ，乱 <;;這;を;；:;‘;， /i ぶ叩茲酷お;;;‘;, <乱祭:忘摩: ' V•如;、:お在‘ : 


マッチ点火のしかた（万一点乂ヒータび使えないとき） 


1. しん調節つまみをち（燃焼）方向にまわしきっで、しんをいっぱいに上げでく 
ださい。 

2. 点火とびらをひらさ、点义レパーを押し下げで燃焼筒を傾け、マッチで点火し 
たら点乂レバーをゆっくり戻しでください。 

3 .燃焼筒つまみを持って左ろ【こ2〜3◎動かし、燃焼筒のすわりを權かめでから 
点义とびらをしめでください。 

点火操作澄は必す燃焼筒のすわりを確認しでください。 



:* 薇め故德總结髮鍵犧雜擊圓 it 謂難義お鄰顯囊惑續私お若臟讚旗窠》麵酬擊晒麵藉度 ;.’ 

啼戀戀議謹# i 霧謂蔭巧難漏議麵静欄圍動 ■! 


•苗帮ぉ巧鑛嘘 II 補讓瞧喔 




，載如がを如線痛^に鶴辭知ぞい：賺細献なりまず。 

孔.;:.巧.:.:::'"。;.;；；-,-; んし. ’； '1 ぶ! ド':り::‘.：：'‘- だ:;: V ;:かわ;-:'.' - ..... < 占.，.：' .ぃ… 
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炎の調節 



がの諷節はしん前節つまみでおこないまず 

•しん調節つまみをち(燃焼)ち向にまわすと炎び巧び、左(消乂)ち巧 I こまねすと 
載がルさくなります。 

必す 亞しい炎のが腹 に調節しでご使巧ください。 

•点乂後、しだい【こ义力力ぶ強くなつで、15かくらいたつと火力び安定します。 
おび勢いよく環状になり、明るい白が炎で燃えるのか'最良乂力です。 


燃铸ゆはときどき炎を晃で、巧娩に燃焼しでいることを巧强しでくださし、。 




炎の状態を見なびら下図の 正しい炎のげ巧 に調節し、 しんの下げずぎ や しんの上げず ぎのが態(こならないよラにし 
でください。 

しんの上げすぎ 

外炎筒の內壁におがあたる 


しんの下げすぎ 

乂のよりおび化ない 


义迎 





正しいがのが想 

炎の長さび1〜3饥1 




X 



点乂後15〜20がたっで、部がのな蘇の《びびあるときは、燃焼爲つまみを持つでを巧に授く2〜3留截かしでください；（燃焼 
嗔は、燃焼靜つまみが熱くなりまずので、やけどをしないよ音にミま暴しでぐださい。)それでもおが伸びできたら、しん調節つ 
まみをゆっくり左(消乂う方向にまわしで、淀しい炎めが巧に讚節しでご使南ください。 

♦爲乂後そのまま放っておくとしんの上げずぎな)ようじ炎が傅びで、すすや一酸化溃聚が発をすることがあります。 

また、し A / の下げずぎのが態で燃無しまずと、においや一酸化炭素び発をずるばがりでなぐ、しんにカーボンびがきし、しん講 
節も重くなります。このようなときはしんの寺入れをしでください。 （9 ページ参照） 

♦ し知を下げた状態から急にしんを上げると、おが大きくなりずぎでをの巧錦が外炎筒の肉壁(こあたり、すずがでることがをヴま、 
す。しん調節つまみをゆつぐりち(燃焼旋宿)にまわしで、炎な锭端がが炎禱の两蟹にあたらないように蘭節してください。… 


消义 



1•しん調節つまみをを(消义) 
方向へまわず 

参しん諷節つまみを左 （ 消乂） 
ちち)にゆつ < りとまるまでま 
わしで、しんを下げで消乂し 
でください。 



♦对農邑動消义装置たット轰冥を撕し上ばたり、スト^ブをゆさぶった 
む、愼けたりしで消火しないでください。 

• 3 〜5分で消乂します。 

♦しん調節つまみは約1回転しかまわりませんので、それな上むりにま 
わさないでください。 




2•消义の確現!をずる 

•必す消乂の確認をしでください。 

■が震貸》消义ち«が传 m レた場爲が^" 

♦しん誕節つまみを索ねして消义ム te と凄じ 
くらべ、消が時の舅気が強くなりまず。 

:♦変質な油などで、しんの上部にタールなど 
が多く巧着レでいると、対霧每動满が蒙還 
び作動しでもしかが宗畫に下がりまらなし、;; 
で消义しないことがありまずので< 脑すし 
ん調節つまみををねしで销义の德認をしで 
ください。こめよクなときは、しんの爭入 
れをしでください6 (9 ページ参照) 


消义後再点义するときは一 


消乂後すぐに再点乂すると燃烧簡の温度が高くで、点乂しなかったり、 I こおいびします。また、点乂ヒータのフィ 

ラメントび断線する場含びあります。燃焼筒びちえるまで、5分位待っでから点乂しでください。 

V _:_/ 









強い地震や振動、衝撃を受けたとさは巧震自動消火装置び作動しで自動のに消乂します。 

化粧板巧の巧震自動消乂装置たット金員を下に巧しで它ットしで、しん調節つまみをち(燃焼)ち向にとまるまでまわしで 
しんを上げると、自動的に巧震自動消火装置はじットされます。 （6 ページ参照） 


薛帮 ifc 襄3 


•< ぶ … <v 

* * ミミこ 


#お壌矮截消が藏黄絲、 JS に筵められだ如$共魏磯相诚振廊提案贫雅 ii するぶ资にお袭杉?:嚴巧爹お;‘3 
;、、;•心を:がクでご渡無胸こ無ける請し、資常銳な挺^棘艇轉し豪韓聲 ‘:•薄;、ザ.;' 

' ♦変装な證なだな U 齡ょ潍にターんなど纖く錄蒙脯識驚ぉ舞讓藏 Sfc 满お裝■が禮闕?案むお辨鶏叢おおがな尝霉減お 
•ド辦與^^杉窃なが嚴巧まず*ぶ魚ぶち礙と赛條知接讀義豕#^お^卷<繪会ぉ1’巧ぺジ教道•苗た帘ぶを; M ,1 ぶ';';;声苗、.だ、 

1 雜賴彻麵嚇 ® iiiil 管 tiilMilii 

お諭巧蔥 • 谣 i n : rW が靖お :V, ,;nn’i 


ミ;•丈： •ミ 


'端； 


:离隱霉驛ミ、•马 

f > だ、>:ミ•い.;;一::;< •;> こパぶ•た • 


、巧なミろ.、 • r 

，轉 F 、こ:‘:’; 


。日常の点巧•手入れ 

しんの点検-手入れ（月 1 回） 


巧《な油や不がな巧などでしんの上巧にカーボンやタールがな]■し、不貝をがをじたとき巧ページ 
を照）は、しんのま入れをしでください。 


しんの手入れのしかた 


しんの手入れをするときは、風のあたらない場所でおこなつでください。風びあたるとおび伸びたり、異常燃焼の原 
因【こなり危険です。また、しんのき入れ中はにおいびしますので十分換気をしでください。 


1•巧タンク巧のな油を巧ぎ取る。 （11 ぺ-ジ参照) 


2•点义揉作をし、 E しいがのが態で燃说させる。口〜8ぺ-ジ参照) 


3•そのままな巧びなくなつで、义力がかさくなるまで® B ずる。 


4•义力びかさくなったらしんをいっぱいに上げ、消义ずるまでが巧させる。 

: i 超賴さを巧も.艳油を鄉ぉ^^づ ps ^ f ^ il ¢ lptf ^琴撰赛撰截 iiii 賴請聽错 l を苦.晋 iJtf 

!蕾圓娜齡麵議!霞麵 I 論誦麵誦懸瞧麵纖11 


■巧のよラなときは巧しいしんと交換しでください。 （12 ぺ-ジ参照） 

参しんの手入れをおこなっでち力ーボンや夕ールびとれす、効果びないとき。 

参しんびおを含んでしまい、しんの上下操作力ぐ重くなったとき。 

参しんの上部か f 消耗しで、ラすくなったり短くなったり、凹凸になっていると妄。 



〇 


















烏檢卷所 


点檢ずる巧容 


処置巧法 


8 を: 
雜タンク 


♦油漏れ-ミ由のたまりや猫のにじみ力、‘ない 
か。 


♦油のたまりや、猫のじじみはふきとる。 

♦巧*れのある巧爸ほ、お畏いがめのお巧巧に巧 S をな箱しでく 
がい。 


外 

爆 


化獲齡油タシク 
囊替、ガードなど 


♦ほこりやミ弓れびないか。 


が 


ストーブの周誦 


乾毎鄉 


し/ V お巧筒 


点义ヒータ 


巧震趋難消义装菌 


し知案麵パツキシ 


♦ 化繊などのぽこり力 《 焼きついでいないか。 


•可燃物がないか。 


>点义ヒータのホ熱が弱くないか。 
►点火しにくくないか。 


♦やわらかい巧でふきとる。 

(ベンジン、シンナ ー 、クレンザーなどでふ力、ないでください。） 


♦ しめらせたやわらかい巧にクレンザーをつけでふきとる。 


>周国を藝理•清掃し、可燃物はおり除く。 


>新しい訖電池と交換する。 


♦たいらの部好に燃えかすなどびたまつで 
いないか。 

燃えかすなどびたまると燃焼窗のすわ\ 
りを悪くして、燃烧を旧害するごとび1 
あります。 


>点义ヒータの位置（しんとの間隔）は正 
しいか。 

フィラメントが、しんにがしでちよラ 
ど良い位置にないと点义しじく くなり 
ます。 


>が炎筒止めねじ (2 本)をはすし、 
外炎筒 t ットをはすしでから、 
©ドライノトの巧で燃えかずな 
どを巧り除く。 

♦しんのが難をしんおの货のた 
いらのがおに食わせ，がえか 
：;ずがみぞに«ちないようにを 
巧しでくだざし、 


たいらの部分 


© ドライバー 



♦点乂レバーを巧すと、しん案の 
窗から点义ヒータび出できます。 

しんの出び1〇咖のときに点乂ヒ 
-夕の位置力4ちよラど良いとこ 
ろになりまず。 

♦麻义ヒータめ依麵巧巧は、お； 10 m で 
巧いをめの腹巧風こ依巧レで： 

ださい。:：:';;':,;;.:,:':.':..,;:. 


1 mm 



>フィラメントの変お、断線はないか。 


r 作動真を j 

#しん調節つまみをろ(燃焼)方向へまわし 
でしんを上げ、ス I -ーブを前後に強く動 
かしたとき、巧震自動消乂装置び作動し 
で、しんが最後まで確実に下びるか。 


濟 震部(ふり こ、ベース ) J 

♦ごみ、異物、ほこりなどび巧着しでいな 
いか。 

[? 乍動部（たットを具、作動金具、しん障下ぱね ) j 

•巧震白動消火装置を作動させたとさ、し 
んび確実に下びるか。 

•ごみ、異物、ほこりなどびイ寸着しで、動 
ぎび悪くないか。 


♦変おはマッチ構などでまつす 
ぐになおす。 

♦変おびなおらないちのや、断 
線したものは巧り碧える。 

(13 ページ参照） 


フィラメント 


0 



►感震部、作動部を点検ずる。 

が炎筒！]:めねじ （2 本)をはすし、列炎筒忆ツトをはすしで点 
検しで <ださい。 


•やわらかい巧で、ごみ、異物、ほこりなどをきれいに/をきとる。 
ふりこ^ /しん晦下ばね 


感震部 



たットミ員ベ-ス作動を具 


邮動部(しん )I 
• しんの上下はスムープか。 
•タールの巧着はないか。 


•のびたり、枕れたり、傷んでひびび入つ 
でいないか。 


♦しんのを入れをする。 （9 ページ参照） 

♦効栗のない場含は、しんを交換する。 

(お買いホめの版売店または、お巧くのコ□ナお客様ごホ目設窓 
□にごホ目談ください。） 


>パ、シキンじ、のび、孤れ、ひびなどび入つでいた場含は交換する。 
(お買いずめの販売巧または、おち< のコ□ナお客様ご相談窓 □ 
にごホ目談ください。） 


門 "XL 巧柄 

7. 日駕の点綴*ぞ入む 

点巧•寺入れは、消义をストーブび十分冷えでから、おこなつでください。 

讓絮 t 餐碁變满乂装霞を分輸じたり、油でみいたりしないでぐだをい。 

•しんの標奪が寸法は TO 酬でず。厮つたり、長く引き出したりしないでぐださい6 
:藝しお累的馈:•油タンク•燃焼衛は変形させないでくださし V : 


使用ごと 


回 


巧2回 


2力巧に1回 


月1回 


レん巧震 
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7. 日常の点巧-手入れ 


■巧タンク的のを H なおや不巧な巧を巧0巧くとまは… 




鑑»漠載;'餓巧霜の蘇いどころな等が纖矣だ憩い J 巧，..禪郎端芭詔馨 
"-4 尚 i 織燕?贊攀幾炎装*なツ«霖遊追げで捐離讓磬動消火裳麵 


■ 技讀だ堯い々'、:、: J ‘ こ:‘、 P : ‘巧ミ;;. お;、.；:‘苗ミ!-ミ;‘:い;<!、，、，、ミ:;.； 5も:‘砰;ミ苗掉诘み;;： 

う 謂賺麵觀瞧簡 I 
:譲謹 
顯? iili ii 麵 麵瞧賴祖 



回定期点巧 


巧巧周ご使巧にな0ますと、がまのな巧が化夏でず。 

2年に1回程度、シーズン終了をなどにお貢いぶめの販壳店または、修理資宿着〔(お）曰本5巧燃焼機おな巧協を 
(TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術爸 S 溝習を修了さ （5 巧が器技術爸巧±)など〕のいる店などに点検な賴 
されることをおすすめします。 


愛情点検 1 

re " 'が お プ颇^ 野巧評 

の 

こんなをがは 
あ 0 ませんか 

•巧ちれびずる。 

♦炎が不安定でススや黒煙び化る。 

参器具を強くゆすつでちおびおえない。 

•焦げるよラなにおいや目びチカチカする。 

♦その他の異帯や故障びある。 


► が障や事故の巧化のため必す販売 
巧にご連絡ください。点検•修理！ 
についでのご費苗など詳しいこと 
:は販売店にごす目談ください。 


m 






















画が障-異常の見分け方と処置方法 


•なの表にもとづいで、お確かめください。 

参処置方法により処置しでち良くならないときは、お買いずめの販売店じごす目談くださし、。 


\ 現 象 

原 因 \ 
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. V ..... •• 

処置方法 

•:ミ"*.. 

... ...... 

ち参: 

m 

ぺ 

.ぶ. 

が、変鬟巧迪、不视な迪が混入しでいる 

• 


□ 

• 

♦ 

• 


• 

• 

巧タンク内のが、ミ由を巧き、きれいなな 
巧でミ先い、しんち交換する 

911.じ 

しんに十分のミをびしみこまないラちに点がした: 

• 

■ 

1 

1 

■ 

D 





# 

給ミ由後はしんを下げで20かむ上待ち、 
しんに十分の■ミ宙びしみこんでから点火す 
る 

7 

_ _ 

し AxZ ) 上がき 




呂 

■ 

■ 

■ 

■ 


■ 

正しいおのげ態になるよラにしんを調節 

D 

しんの下げすき 


■ 


♦ 

■ 

am 

• 

■ 

■ 

■ 

する 

縣焼筒のすわりが惡い.: 


D 
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窓をあけ、部屋の換気をする 
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しんじ》ールび巧着しでいる； 
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1■しんの手入れ J をする 
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しんのおりがけがしん巧えにピッタリしでい 
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正しくおり巧けなおす 
(お買い求めの販売店または、おおくの 
コ□ナお客様ご相談窓□にご相談くだ 
さい。） 1 

■ 

な乂ヒータのクィラメントの変お、または廝線! 

— 

■ 


■ 

■ 

■ 


■ 

■ 

変おをなおすか交換する 


乾電淮び正し<入っでいない 
または、消耗しでいる 

• 



■ 







®© を正しく入れる 
新しい乾電池と交換する 

4 

風または、振動を受けでいる 


参 

♦ 

□ 

□ 

D 

■ 

■ 

□ 

■ 

■ 

風の当たらない場所で使巧する 
振動を受けないよラにする 

2 

しん上で機構び故障しでいる 

# 



■ 

■ 

■ 

口 

口 

□ 

♦ 

■ 

販売店じの頼しですぐ修理する 

- 

巧霞音萬!消火装這がが瞎しでいる 





「 
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# 

参 



販売店に巧頼しですぐ修理する 

— 

しんのとに燃焼蘭がのって；いる; 


♦ 

参 

# 

♦ 


: 



しん上下操作を繰り返し、燃焼筒つまみ 
を左ちに動かしですわ0をなおす 
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圓部品交換のしかた 

部品交換のときの注意_ __ 

不完をな惨理、調整は危巧ですので、部品の交換、調整か'必票な場さには、お買い求めの販売店または、修理 
資を香〔(お）曰本石な燃焼機器保守痛含でおこなラ按術管理講習含修了者 （5' 莊機器な術管理±)など〕のいる販壳店に 
ご相談ください。 

が品巧巧は コロナ純正部品 とご指定ください。 

しんの交換 


• しんの交換は、お貴い求めの販売擅建たは、;;お渡くかコロナお客様ご相誰窓巧か依頼さか 
ることをおすすめします。 

♦し知は必ず検賓に含愁または認証された 「3 D ナ蘇あしん S レ 2 のは S レ 221 巧、 S レ 111 

はさし- VII 用 J (哲のマーク巧）をご使巧ください。 

器勢眩適をじないじんや、粗悪なしんを使蘭也まずと、性能をホ分巍簿でぎなむ域かりで 

なく乂おや中毒の曝園になります。 . 

參しんの交換ち法は,替しんに同こんの TS 逆燃焼機器巧しん®扱説日月書」にしたびつでぐ 

ぶさん、。: .. ：お I もが ■ 
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10. 部品交換のしかた 
点义ヒータの交換 


1* 巧電泡を取0出ず 


2•巧が筒たツトをはずず 

•外炎窗止めねじ2本をはすし、外炎筒たットをはすしでください。 


3•お义ヒータをはずす 

•点乂レバーを押し下げると、しん案の筒から点火ヒータ 
ぴ出できます。 

参点乂レバーを}甲したまま、ちい点火ヒータを押しなびら 
左にまわしでソケットからはすしでください。 


4,巧しい点义ヒータを取0がける 

参点乂ヒータのヒータ刀ードを下側じしで、ソクットに取 
り付けで < ださい。 


点乂 ヒータ 



巧ードを下じする 



ソケジト 


©まわす 



f 呆管(長期間使用しない場を) 


おしまいになるとさは、曰常の点検•享入れの項を参照し、次の要領で保舊しでください。 


1•巧タンク巧のな油を巧き取っでください。 （1 1ペ-ジ参照） 

♦か、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あきの原因になったり、しん上下不良の原因になることち 
あのます 

•な巧をおいたあとは、巧部をよく乾燥させでください。 


2. しんの寺入れをしでください。 （9 ぺ-ジ参照） 

3•めすを電巧を取りはずしでくだミい。_ __ 

4,巧巧のごみやほこ0を巧つでください。 

•化粧板まで取りはすし、掃除機などでごみやほこりを取り陈いたのち、もとどおりに組みなででください。 

( 别お筒止めねじ （ 2本）をはすし、外炎筒た、ントをはすしでください。） 

5•ス I ^ーブのが巧をが巧しでください。 （10 ぺ-ジ参照） 

参メツキ部分はやわらかい巧で、塗装部分やほラろう部分はしめらせた巧でミ与れを落としでから、からぶきしで 
ください。 

6•巧震白®消义装置を作動させでください。 （10 ぺ-ジ参照） 


7.包装箱に入れて、巧巧した巧巧に氷平におちしでください。 



























































ぶし221 

覆 類 

しん式*自然対流お 

点乂ち式 

電池点乂 

使南燃料 

な油 ( JIS 1 号なミ由） 

燃料消費雲 

0.50 L/h 

0.64しル 

暖房巧の 

5.14 kW 

6.59 kW 

油タンク餐羣 

6.0 L 

7.0 L 

燃焼継続糕間が 

約 12.0 時間 

約 11.0 時間 

標;;準適塞 

木 造21.5が(13薑)まで 

コンクリート 29. 5が (18 薑)まで 

木 造28.0が(17置)まで 

コンク IJ — 卜38.0がに3置)まで 

外 m ホ 法 

高さ 553 mm 幅 460 mm 奧巧 460 mm 
(置台を含む） 

畐さ 598 mi 幅460圓奥巧 460 fm 
(置台を含む） 


9.9 kg 

11.2 kg 

しん 

種 類 

普通筒しん 

呼び才法 

巧径 105 mm 層さ 3.5 mm 

巧径 120 fnni 層さ 3.5 mm 

を全 装 違 

巧震白動消义装置 


壓アフターサービス 

保証について 


隹このコ□ナ石油ストーブには保証書びついでいまず。 

r お買いあげ曰•服売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切に保管しでください。 
•保記期間はお買いあげいただいた曰から1を間です。 

•なのよラな原因による故障および事おじつ苦ましでは、保記の巧象になりませんのでま意しでくださし、。 

• 変質なミをや不純な莊など、またな巧お外の燃料使巧じよる故障や事故。 

♦ 誤った使闻ち法によるちた障や事古女。 


修理を依頼されるとを 

•本書の「あ障•異常の見分けちと処置方ま」 （12 ページ参照）の頂じしたびって調べでち良くならないときは、お買いあめの 
販売店または、おおくのコ□ナお客様ごす目談窓□じご連絡ください。 

•ご連絡いただぎたい内容は巧の適りです。 

• S 童の®び I 保証書をごらんくださぃ。 

•お買いあげ曰 

•故障が況（でさるだけ員体のにご連絡<ださい。） 

• ご往巧-ご巧咨-お電話番号 

•修理に隙しでは、保証書をご提示ください。保認期間中であれば保証書の規定にしたびって無料修理させでいただきまず。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かおおくのコ曰ナお客様ごホ目談窓□にお問いをわせください。 

■保强巧®が@ぎでいるときは 

•お資し诚めの販売店にごネ臟ください。慘理によっで使®できる製韶についではお客樣のご要藥 C より育料稼理いたレ讓す。、 

■補修巧傑熊瑚おの保有期間 

♦吞 a ストーブの補修巧牲能部贵（機能を維持ずるために必要な部お)の傑得期趨は製黨巧ち切り後6年です。 

■孩理に化されるときは 

•輸送時や運搬時に油タンク拘にが灌が残つたままでずと、:;備蓄を振勤での油がこ禄れることがあり嫌すめな:必球抜き取っで 
ください。 
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1 = 955-0864 TE し ( 0 巧 6 ) 32-2126 く巧表) 
T 955-0863 TEL り巧か 32 - 2 じ 9 (巧表^ 
X 950-0855 TEL ミ 025 ) ろ 8 己一 9131 (巧表) 

T 38 1-0022 —— . . . 

T 38 1-0022 
T 944-0001 
T 399-0033 


TEL り 26 に 21 -己 111 (けを) 
TEL り 26 ) 221 - 2304 ( 巧表) 
TEL た 25 日) 73 — 7511 りち表ミ 
- 3 ) 2 -…一 


T 巳し ( 0263 ) 26— 005 U 巧ち) 

T 920-0027 TEU076 に 60 - 0567 ( 代き) 
T 920-0027 TEL ( 0 7 6 ) 2 60 - 0038 ( 巧表) 

で 930 - 09 日已下£しミ 076 ) 444 - 0 日日 7 (巧表^ 
x918-8237 TEL の 77 目) 23 - 0567 ( 巧き) 


信越- 
北陸地区 


巧 爲を店 
兰某サービス忆ンター 
新爲東営業所 


誠需議1織 

新為市江南 1 - 6-41 


(巧)コ nr テクこ力んサービスち巧市大豆麵 5312 


義冀 S 麵語 


化本ホ话貫大夕保 7852 


下£1_く〇 27 ) 361 -4目〇 6 (巧表) 
TEU 日 27 ) 363 — 8955 (巧表ミ 
TEL の 28 ) 632 - 5 105 (巧表) 
TEU028 ) 632 - 5180 ( 巧表) 
TEL ミ 027 日) 38 - 6571 ( 巧表) 


TEL ( 052 ) 383 - 3330 ( lta ) 
TEL か 52 ) 384 - 5670 如ザ表） 

…1 

) K が動 

TEL 0 59 に 34 - 847 1( 巧表） 
TELE059)235-2755(f-iia) 
TEL ( 055 ) 96 目一 6210 如ち） 
了5。0564)25—0275(け教 


干 455-0803 
干 4 日 5-0803 
X 422-8034 TEU054 ^ 38 — 0005 が表 

T 500-8358 TEL の 58 た 60 — 7 日日日(が表 
干 500 -8358 TEL ( 058 ) 27 日- 97 日かがを 

干 5 14-0819 
千 514-0819 
t41 0-0303 
=f 444-0007 


FAX 052 ) 381-1266 
FAX ( 052 ) 381-5244 
FAX ( 054 に 38-0006 
FAX ( 058 ) 268-7550 

FAX ( 059 ) 234-8472 

FAX ( 055 ) 968-6212 

FAX ( 0564 ) 25*-1726 


てり 4 - 00 日 3 
=r 114-0003 
= r310-0852 
干 2 扫 2-0033 
干 331-0811 
T305-0861 

で 24 己 -0063 
T245-0063 
T190-0034 
x 190-0034 
X 409-3866 
T409-3866 


T 370-0007 
T 370-0007 
T321-0933 
干 321-0933 
T373-0825 


関東地区 


果巧董 巧 
東京サービスじンター 
か戸爸業巧 
午* 尝業巧 
大客営業所 
つくば爸業巧 

お 巧 支店 
コ□ナテクニカんサービス(巧） 
でり I 営業巧 
三□ナテクニカ W - ビス臘 
巧柄ち業巧 
二□ナテクこ力 J ノサービス(持） 


東巧那化 sa 寛 8 - 4-8 
乗を都が区 fift8 - 4-8 
か戸巿立原の目日 3-2 
干葉币巧見 j リ区巧お本鄉 4 - 7- 2 
さいたま巧れ区ちお盯 1 - 332-6 
つくば巿 S 曲が 67 目 8- 19 

横浜巧戸塚区原お 4 了目 7-1 3 

お巧市戸塚区原宿 4 了目 7-1 3 

立" I 巿西が BJ1 - 66-13 

IIJ II 巿西げの 1 - 66- 13 

山梨県中居巧部旧和打西を 249 1-2 

山お県审巨度郡旧和の西を 2491 -2 


H 条巿栗新保 7- 7 干9が-8日10 TEL (0256)32-21 11(大巧表) 

柏崎巿宝巧 2- 58 干 945-08 17 TEL (0257 に 3 — 51 75(げ表） 

長岡巧て条の倉ノ浦1069 T 940-1 146 TEL (0258)22 — 2121(け表） 


中国地区 


九州地区 


干 731 -01 38 
テ 731 -01 38 
T700-0976 
x683-0035 
X 745-0882 


TEL ( 082 ) 871 — 331 0 (げ表） 
TE し ( 082 ) 871 - 33 巧がを） 
TELf086 に 43 - 7751 的勤 
TEL ( 0359 ) 33 - 8157 くだ表） 
TElE 0Q34 ) 22 - 5567 如動 


FAX ( 082 ) 871-3306 
FAX ( 0a2 ) 871-0272 
FAX ( 086 ) 243-7191 
FAX ( 0859 ) 23-0709 
FAX ( 0834 ) 22-5589 


T812-0007 
T 8410042 
T 803-0828 
T 890-0034 
干 862-0913 
- 851-2106 
=r 880-0032 
干 870-0107 


TEL ( 092 ) 474 - 577 ] (げ表） 
TELf0942 ) 81 - 3915a - ta ) 
TEL わ 93 ) 592 - 8611 如表） 
T 巳し ( 099 ) 281 —1321 くけ表） 
TEL ( 096 ) 367 - 7361 (け表） 
TEL ( 095 ) 882 — 7 710 (だ表） 
了目し(〇 985 ) 29 - 1 68 〇け勤 
TEL 097 ) 523 — 5161 げ表） 


FAX ( 092 ) 474-5775 
FAX ( 0942 ) 81-3918 
FAX ( 093 ) 592 — 86 目 6 
FAX ( 099 ) 281-1252 
FAX ( 096 ) 369-6323 
FAX ( 095 ) 882-7767 
FAX ( 0985 ) 25-0685 
FAX ( 097 ) 日の一 5162 


東巧地区 


FAX ( 03 ) 3927-1160 
FAX ( 03 ) 3927-1130 
FAX ( 029 ) 241-4268 
FAX ( 043 ^ 74-1135 
FAX ( 048 ) 651-6370 
FAX の 298 巧 6-1913 

FAX ( 045 ) 852-6540 
FAX ( 045 ) 852-4818 
FAXf042 ) 531-0496 
FAX ( 042 ) 531-6776 
FAX ( 055 ) 268-1569 
FAX わ日日) 268-1571 

FAX ( 027 ) 361-9139 
FAX 027 ) 364-3228 
FAX 028 ) 632-5205 
FAX { 028 ) 610-4607 
FAX の 276 ) 38 — 5 日 08 


ホし幌巿白石区平和通 16 了目南 1 - 19 干 003-0028 

化條市白石区米里 3 ま 2 了目 6-25 干 003-0875 

函お巿西お巧の 21 -2 于 041 -0824 

姐 J I 怖ま祖 J I 腐 1 条 2 了目 2-5 T 078-8262 

お広巿西 12 を巧 1 T 目 30- 1 〒 080-0022 

助階巧巧妇巧 4 を 17 号 〒〇 85-0038 

北見巧美ちの 9 - 1-30 〒〇 9 日 -0064 


TELCO 1 リ 8 日 4 - 0440 ( ザ表） 
下巨し ( 01 パ 879 — 2 にり巧表 
TE しく 〇 13 が 48 — 6 〇 7 〇的表 
TE しの 166 ) 3?— 2330 f げち S 
TE し ( 0155 ) 35 — 7 日 18 ^■ザま） 
TE しの 1 54 ) 24 - 41 91 (代表 S 
下£しの 1 日 7 ) 26 — 2103 (げ表） 


FAX の 1 1 ) 863-3154 
FAX の 1 1 ) 871-2000 
FAX か: 38 ) 48— 6080 
FAX れ 1 日目) 37 - 23 ： 3 日 
FAX ( 0155 ) 35-7510 
FAX の 154 ) 24-0451 
FAX(01 57 ) 26-21 07 


52603002 


東化地区 


青 巧 支店 
灣巧サービスたンター 
が拓営業所 
] □巧ントラルわ-ビス ㈱ お圧 
M 口 営業所 
化前営業巧 
盛岡ち業巧 
〕□巧ントラ化-ビス ㈱ 離 
水巧草業巧 

邮台玄 店 
客がコ〇ナメンテナンス(巧） 
郡山営業所 
コ□ナメンテナンス福夏(な） 
(有)コ□ナメンテナンス^津 
山巧営業所 
コ□ナメンテナンス止お(ホ） 
庄巧営業所 


ち巧巿古館 1 - 12-38 〒〇 30-0946 

} 1 | 巧巧ちお 1 - 12-38 T 030-0946 

が苗巧泉中央 4 了目 4 - 1 8 〒〇 10-091 7 

か巧市が化 J 11 三千刈 109-1 テ 01 0-0802 

H 戸市黄巿 4 了目 4-7 干 031 -0073 

化前市坦面 1 - 2-1 〒〇 3 日- 808 日 

盛岡巿巧 2 - 1-42 干 020-0823 

巧岡巿巧 2 - 1-42 干 020 -0823 

水巧巧水の工業西地 4 了宜 7 目 〒〇 23-0002 

化台巿きがお区日の化町 1 - 7-32 干 983-0035 

仙台巧き巧巧区曰の化® T 1 - 7-3 1 千 9 目 3-0035 

郡山巧 g 旧 1 - 51-9 干 963 -日 033 

郎山巧安稻の馬抖寺撫 3 東 30-1 〒 963-0111 

ミ建ち化巧 P 弓田の徳ス夺巧な元 855- 10 千 965-0843 
山お巧ま青田 3T 目 6-28 テ 990-2423 

山お巿索青坦 3T 目 6 - 2 目 〒 990 - 24 の 

酒旧巧おの 1 - 183-1 千 998-01 03 


TE し ( 01 の 742 - 8255 ( 巧黄 
TEL ( 017 ) 743 — 2971 (け新 
TEL ( 018 ) 864 - 5671 (け表） 
TEL ( 018 ) 864 - 52 19 (巧表） 
TEL ( 0178 ) 24 — 52 目 9 (巧表） 
了[しの 172 に 8 — 3910 (巧ま） 
TE し ( 019 ) 622 - 4791 (げき） 
TEU019 ) 604 - 0281 (代表） 
TE しの 197 ) 22 — 4 155 (巧表） 

TEL ( 022 に 35 — 31S1 (け教 
TE し ( 022 ) 783 - 1 791 (げ動 
TEL ( 024 ) 938 — 2240 (代表） 
TEL ( 024 ) 947 — 46 日 4 (け就 
TEL ( 0242 ) が-% 11 (げ表） 
TEL ( 023 ) 日 42 — 3255 <げ表） 
TEL の 23 ) 631 - 7331 (だ表） 
TEU0234 ) 31 - 0571 ( げ表） 


FAX ( 017 ) 742-8275 
FAX の 17 ) 743— 6741 
FAX ( 018 ) 064-8468 
FAX ( 018 ) 864-5760 
FAX(01 78 ) 45—4290 
FAX(01 72 ) 28-0191 
FAX ( 019 ) 6 巧一 5244 
FAX ( 019 ) 604-0283 
FA 父 ( 0 の 7 ) 22 - 4 化 2 

FAX ( 022 に 36—8810 
FAX ( 022 ) 783-1792 
FAX ( 024 ) 93 日一 3021 
FAX ( 024 ) 946-7651 
FAX ( 0242 ) 26-3216 
FAX ( 023 ) 642-3254 
FAX ( 023 ) 631-7391 
FAX ( 0234 ) 31-0581 


化巧道化区 


沖縄地区 


巧巧営業所浦添巿大平 392- 1 


〒 901‘2113 TEU098 ) 879 — 0677 (巧表 ） FAX の 98 ) 扫 75— 1674 


近畿- 
四国地区 


大脑 支店吹旧巿巧金田 1 - 8-47 
大饭サービス tz ンターの西巿南を巧 1 - 8-47 
舍化営業所ちが巧ろ里町 1 T 目 8 -己 
京都き業巧京卽巿げ見区巧巧段ノり I 原の？ 0 -] 
昭路営業所お路巿茄磨区巧 4-33 
瑟很尝業巧彥お市正を寺町南お 78 
福が山営業巧福知山巿荒巧東の 68 


〒が 4-0044 TE しが 6 ) 6380 - 21 11 (げ表） 
千 564-0044 了巨し( 06 う 6386 — 5670 (巧を^ 

千 7 目 0-0078 TEL ( 087 ) 835 - 1711 (巧表） 

デ 61 2-8414 TEL ( 075 ) 643 - 2 002 (巧鼓 

T 672-8071 TEL り 792 ) 34 - 29 11 (巧表） 
〒 522-0024 TEL 074 が 24 - 6239 ( 化勤 
千の 0 - 0061 T 巨しゎ 773 ) 22 — 0 己 27 (巧表） 
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